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●研究内容
シリコーン鎖を有するポリマーから薄膜を形成し、

その表面をキムワイプで研磨して耐摩耗性を見積
もった。シリコーンを含むポリマー組成が低い場合
は表面に鋭利な傷が観察されたのに対して、シリ
コーンを含むポリマー組成が高い場合は傷の低減が
認められた。シリコーン鎖の潤滑性に基づく耐摩耗
性が基板表面に付与されたと考えられる。
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材料分野摩耗しない表面

シリコーン鎖の偏析による耐摩耗性表面

●特徴
耐摩耗性の向上は、多様な場面で必要とされる表

面特性の一つである。潤滑剤として利用されるシリ
コーン鎖をポリマー薄膜の表面に偏析させることに
より低摩擦化を実現し、耐摩耗性につなげる。

薄膜、偏析、摩耗、摩擦、非粘着
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